実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態

情報という教科に対する興味・関心が高く，授業に対する取り組みは良いが，問題解決自体が初めてのことであり，取り組みにくい分野である。

　　○　実習環境、使用ソフト等

　　　　今回の実習に関しては，コンピュータは使用しない。

３．実践内容

　　学校生活の中の問題という身近なテーマで，問題点を挙げ，分析し，解決策を考えるということを通じて，問題解決の方法を理解させ，問題解決には工夫が必要であることを理解させるという実習を行った。実習自体は問題を見つけることに重点を置き，問題を構造化することも高校生ができるような簡単なグループ化と図式化にとどめ，短時間でできるようにした。

４．実践結果と考察

　　一度説明しただけでは，生徒にイメージがつかみにくいため，「学習について」というテーマで全員に問題解決を体験させた。そのあと，学校生活の中の問題についてグループごとにテーマを決めて問題解決を行わせた。テーマ決めもなかなか難しく，問題が分析できるように問題が多く出せるものを選ぶことを指示したが，初めてのことなので問題を出せないようなテーマも見受けられた。しかし，「問題を挙げるとたくさんある」ことや「問題の構造を図式化することによりつながりが見えた」ことが分かってもらえたようである。

５．今後の課題

　　高校生が興味の持てるテーマ設定とそのテーマから出てくる問題が分析しやすいものでなければならないところが一番難しいところでないかと思われる。実際に生徒が，設定したテーマは，「球技大会について」「文化祭について」「購買について」「自転車小屋について」など多岐に渡ったが，教師サイドである程度行事等いくつかのテーマを用意しておく方がよいと考えられる。

また，出された問題に対してどのような分析を行うかがもう一つの課題である。高校生に分かりやすい分析方法が確立されることが望まれる。

















































